
R3年度
グローカル
中間報告会

3年代表選考までの流
れ

３年５０チーム
↓

講座代表
１０チーム決定
（校内報告会で発表）

↓
　　 学校代表
　 ２チーム決定
  （中間報告会で発表）

進行・運営：
「生徒による」
「生徒のための」
報告会を実施

全校生徒参加型
　　　＋
 ①地域の方々
 ②学校関係者
 ③他校の生徒





成果
当初の目標設定

「地域や社会で起こっている出来
事に関心がある」と答えた生徒　
→R1･･･62.2％／R2･･･68.3％／
R3･･･68.8％

県内での進学・就職率
H30までの5年間平均54％
→R1･･･47％／R2･･･47％

海外の高校生などとの実際、ま
たはオンラインでの交流回数
→R1･･･８人（留学生受入）
／R2･･･４回／R3･･･12回

外部人材の参画者数
→R1･･･58人／R2･･･69人
／R3･･･

成果の発表回数
→R1･･･７回／R2･･･11回
／R3･･･

地域と協働した活動回数
→R1･･･７回／R2･･･12回
／R3･･･50回以上(3年M-PRO含
む)

「私が関わることで、社会状況が
変えられるかもしれない」と考える
生徒の割合
→R1･･･47.0％／R2･･･59.1％／
R3･･･59.4％

新しいカリキュラム開発のための
検討会の回数
→R1･･･４回／R2･･･４回／
R3･･･７回



令和３年度「高校魅力化システム」結果分析より

高校に対する満足度
(R1)62.2%→(R2)76.3%→(R3)83.4%

４領域４観点全て
他地域　≦　本校

　R2 将来の居住地・まちづくり 
　に関するアンケート集計結果
　令和３年１１月 坂井市総合政策部企画政策

地域課題の
  解決方法を考えている　69.2%
  解決に関わりたい　　　71.7%

A高

B高

定時制
高校

A高

B高

定時制
高校



課題
グローカル事業での
成果を生かす

新コースを軌道に乗せる
「みらい共創コース」
「スポーツ探究コース」

学校設定教科「み
らい」
カリキュラム開発

コンソーシアム
継続的な協働関
係の構築

R5年度～
「地域みらい留
学」
魅力を全国的
に発信

地域に愛され
地域とともに発
展する学校とし
て


